
S TEP1 STEP2 STEP3

No.193

統一した指導の実現

分掌中心の「４室体制」で
学習指導と生活指導を
両輪とした指導を実現

◎２００３年に大阪府立島上高校と大阪
府立高槻南高校の統合整備により開
校。教育方針は「学習活動の重視」「規
範意識の確立」「自主自立の精神の育
成」「国際理解教育の推進」。国際交
流にも力を入れ、オーストラリア、タイ、
韓国の高校と姉妹校提携を結ぶ。

国公立大は、金沢大、名古屋工業大、滋
賀大、奈良女子大、大阪大、大阪教育大、
神戸大、広島大、首都大学東京、滋賀県
立大、大阪府立大などに３０人が合格。
私立大は、同志社大、立命館大、関西大、
近畿大、関西学院大、甲南大などに延べ
４６６人が合格。

設立

形態

生徒数

1３年度入試合格実績（現浪計）

2003（平成15）年

全日制／普通科単位制／共学

１学年約２４０人

住所
　

電話

Web Site

〒569-0075
大阪府高槻市城内町2-13

072-675-2600

93
指導変革の

成果実践背景

◎府立２校の統合整
備により開校。単位
制など母体校との制
度の違いの調整が課
題に

変革のステップ

◎生活指導の徹底と
共に、分掌を中心と
した独自の組織の構
築により、学校全体
で学習・生活指導の
足並みをそろえる

◎生活指導面で地域
から高い評価を得る。
学習指導の充実によ
り、進学実績、入試倍
率共に好調を維持。
教師の意識統一が進
む

http://www.osaka-c.ed.jp/tsukinoki/

大阪府立

槻の木高校
つき き

しまかみ

　
「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」

　

整
然
と
走
る
自
転
車
が
次
々
と
校
門
に
吸
い
込
ま

れ
、
さ
わ
や
か
に
制
服
を
着
こ
な
し
た
生
徒
た
ち
が
、

立
ち
番
指
導
の
教
師
と
挨
拶
を
交
わ
し
な
が
ら
校
舎
へ

入
っ
て
い
く
（
写
真
１
）。
大
阪
府
立
槻つ

き

の
木き

高
校
の

い
つ
も
の
登
校
風
景
だ
。
８
時
５
分
を
境
に
人
影
は
な

く
な
り
、
や
が
て
昇
降
口
前
は
教
師
だ
け
と
な
る
。
こ

う
し
た
生
徒
の
様
子
は
、地
域
か
ら
高
い
評
価
を
受
け
、

他
県
か
ら
視
察
に
訪
れ
る
教
育
関
係
者
も
多
い
。

　

同
校
は
、
２
０
０
３
年
に
府
立
２
校
の
統
合
整
備
に

よ
り
開
校
し
た
普
通
科
単
位
制
高
校
だ
。
生
徒
は
規
律

正
し
く
、
落
ち
着
い
た
雰
囲
気
だ
が
、
統
合
後
の
２
年

間
は
、
母
体
と
な
っ
た
学
校
と
槻
の
木
高
校
の
生
徒
が

同
じ
校
地
を
共
有
し
て
い
た
た
め
、
母
体
校
と
新
校
と

で
教
育
活
動
を
調
整
し
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
慌

た
だ
し
い
日
々
が
続
い
た
。
更
に
、「
単
位
制
」
に
つ

い
て
、
地
元
中
学
校
へ
手
分
け
を
し
て
説
明
し
て
回
る

こ
と
も
し
ば
し
ば
あ
っ
た
。
開
校
時
に
赴
任
し
た
生
活

指
導
室
長
の
奥お

く

谷た
に

彰
男
先
生
は
こ
う
振
り
返
る
。

　
「
単
位
制
の
学
校
は
、
大
学
の
よ
う
に
自
由
な
雰

囲
気
で
好
き
な
科
目
だ
け
を
勉
強
す
る
と
い
う
イ
メ

ー
ジ
が
広
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
私
服
で
一
足
制
の
母

体
校
の
生
徒
と
、
制
服
で
二
足
制
の
新
校
の
生
徒
が

同
居
す
る
中
で
、
新
校
と
し
て
の
方
針
、
文
化
を
確

立
し
、
正
し
い
姿
を
伝
え
る
こ
と
が
必
要
で
し
た
」

母
体
校
と
の
制
度
や
活
動
の
調
整
の
中
で

学
校
づ
く
り
が
ス
タ
ー
ト

24December  2013



　

ま
ず
、
学
校
づ
く
り
の
主
軸
に
据
え
た
の
は
生
活
指

導
だ
。
遅
刻
の
チ
ェ
ッ
ク
は
教
科
担
任
が
教
室
で
行
っ

て
い
た
た
め
、
生
徒
は
始
業
ギ
リ
ギ
リ
に
教
室
に
な
だ

れ
込
み
、
授
業
は
ざ
わ
つ
い
た
雰
囲
気
の
中
で
始
ま
っ

て
い
た
。
そ
う
し
た
状
況
の
改
善
に
着
手
し
た
の
だ
。

　
「
学
習
指
導
の
充
実
の
た
め
に
は
、
生
活
指
導
が

基
盤
に
な
る
と
考
え
ま
し
た
。
私
が
生
活
指
導
室
長

に
な
っ
た
開
校
３
年
目
に
、
毎
朝
、
教
師
が
正
門
に

立
ち
、
８
時
５
分
以
降
は
全
て
遅
刻
に
す
る
方
針
を

打
ち
出
し
ま
し
た
」（
奥
谷
先
生
）

　

授
業
も
チ
ャ
イ
ム
前
着
席
を
義
務
化
し
、
教
師
も
チ

ャ
イ
ム
が
鳴
る
前
に
教
室
に
入
る
こ
と
を
申
し
合
わ
せ

た
。
チ
ャ
イ
ム
と
同
時
に
起
立
、
礼
を
し
て
か
ら
授
業

に
入
る
と
い
う
ス
タ
イ
ル
が
、
全
校
に
浸
透
し
た
。

　

制
服
は
シ
ャ
ツ
の
第
１
ボ
タ
ン
ま
で
留
め
る
よ
う
、

身
だ
し
な
み
指
導
も
徹
底
し
た
。「
そ
こ
ま
で
し
な
く

て
も
」
と
い
う
声
も
あ
っ
た
が
、
結
果
的
に
、
生
徒
に

は
ネ
ク
タ
イ
を
き
っ
ち
り
結
ぶ
習
慣
も
付
い
た
。

　

指
導
の
徹
底
に
よ
り
、
遅
刻
は
大
き
く
減
少
し
た
。

13
年
度
に
は
、
本
誌
の
記
事
（
12
年
10
月
号
）
を
き
っ

か
け
に
学
校
訪
問
を
し
た
鳥
取
県
立
倉
吉
総
合
産
業
高

校
の
取
り
組
み
を
参
考
に
、「
入
室
許
可
・
遅
刻
届
出
証
」

を
導
入
。
遅
刻
者
は
、
教
科
担
当
、
学
年
の
生
活
指
導

担
当
、
部
活
動
顧
問
、
生
活
指
導
室
長
に
そ
れ
ぞ
れ
報

告
し
、
検
印
を
も
ら
っ
た
上
で
担
任
に
提
出
し
て
教
室

に
入
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
遅
刻
数
が
更
に
半
減
し
た
。

　

中
学
校
や
保
護
者
へ
の
広
報
活
動
も
積
極
的
に
展
開

し
た
。
中
学
校
や
地
域
の
公
民
館
を
訪
れ
て
学
校
説
明

会
を
開
き
、
中
学
生
と
そ
の
保
護
者
、
中
学
校
や
学
習

塾
に
「
生
活
指
導
を
厳
し
く
行
う
」
方
針
を
繰
り
返
し

説
明
し
た
。
今
も
年
間
50
　

回
以
上
の
学
校
説
明
会
を
開

く
。
入
学
前
に
教
育
方
針
を
中
学
生
や
保
護
者
に
浸
透

さ
せ
る
こ
と
も
生
活
指
導
の
一
環
で
あ
る
と
位
置
付
け

て
い
る
か
ら
だ
。
学
校
運
営
室
長
の
山
本
尚ひ

さ
し

先
生
は

次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

　
「
こ
れ
ま
で
の
勤
務
校
で
の
経
験
か
ら
、
こ
う
し

写真１（上）　槻の木高校の登校
風景。校門前の公道に教師２人
が立ち、一般の車や自転車との事
故がないよう生徒を誘導する
写真２（下）　若手教師の発案で
生まれたシステム手帳形式の生徒
手帳。学習計画や試験の予定な
ども書き込める

大
阪
府
立
槻
の
木
高
校

山
本
尚　
や
ま
も
と
・
ひ
さ
し

教
職
歴
31
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
９
年
目
。
首
席
・
学

校
運
営
室
長
。「
分
か
れ
道
で
は
迷
わ
な
い
」

大
阪
府
立
槻
の
木
高
校

吉
岡
隆
輔　
よ
し
お
か
・
り
ゅ
う
す
け

教
職
歴
５
年
。同
校
に
赴
任
し
て
３
年
目
。学
校
運
営
室
。

「
人
に
や
さ
し
く
、
自
分
に
厳
し
く
」

大
阪
府
立
槻
の
木
高
校

若
林
伸
治　
わ
か
ば
や
し
・
し
ん
じ

教
職
歴
35
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
６
年
目
。
学
年
室
長
。

「
感
動
す
る
こ
と
を
や
め
た
人
は
生
き
て
い
な
い
の
と
同

じ
こ
と
で
あ
る
」

大
阪
府
立
槻
の
木
高
校

片
岡
弘
典　
か
た
お
か
・
ひ
ろ
ふ
み

教
職
歴
29
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
５
年
目
。
学
習
指
導

室
長
。「
志
は
高
く
、
目
の
前
の
こ
と
は
誠
実
に
」

大
阪
府
立
槻
の
木
高
校

奥
谷
彰
男　
お
く
た
に
・
あ
き
お

教
職
歴
31
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
11
年
目
。
首
席
・
生

活
指
導
室
長
。「
常
に
明
る
く
颯
爽
と
！
」

校
門
で
遅
刻
を
チ
ェ
ッ
ク
し

チ
ャ
イ
ム
前
着
席
も
徹
底

大
阪
府
立
槻
の
木
高
校
教
頭

浅
田
和
也　
あ
さ
だ
・
か
ず
や

教
職
歴
27
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
11
年
目
。「
し
な
や
か

な
心
で
、
し
た
た
か
に
動
く
！
」

地
域
へ
の
広
報
活
動
を
通
じ
て

生
活
指
導
重
視
の
方
針
を
浸
透

大
阪
府
立
槻
の
木
高
校
校
長

平
野
裕
一　
ひ
ら
の
・
ゆ
う
い
ち

教
職
歴
29
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
１
年
目
。「
生
徒
の
成

長
を
第
一
に
、
緻
密
か
つ
大
胆
で
あ
り
続
け
る
こ
と
」
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大阪府立　槻の木高校大阪指導変革の

た
指
導
が
良
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
た
教
師

も
多
く
、
校
内
で
の
意
思
統
一
は
徐
々
に
進
み
ま
し

た
。
厳
し
い
指
導
を
前
面
に
打
ち
出
す
こ
と
で
、
志

願
者
が
減
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
不
安
も
あ
り
ま

し
た
が
、
実
際
に
は
入
試
倍
率
は
上
昇
し
ま
し
た
。

保
護
者
だ
け
で
な
く
、
生
徒
も
落
ち
着
い
た
環
境
を

望
ん
で
い
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
真
面
目
に
勉
強
に

取
り
組
み
た
い
、
で
も
、
周
り
か
ら
浮
き
た
く
な
い

と
い
う
生
徒
は
大
勢
い
て
、
彼
ら
に
と
っ
て
、
生
徒

全
員
が
き
ち
ん
と
し
て
い
る
こ
と
の
安
心
感
は
、
大

き
な
意
味
を
持
つ
の
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
」

　

生
活
指
導
の
徹
底
は
、
厳
し
さ
を
増
す
雇
用
情
勢
へ

の
備
え
で
も
あ
る
と
浅
田
和
也
教
頭
は
指
摘
す
る
。

　
「
社
会
で
は
、
身
だ
し
な
み
や
挨
拶
な
ど
に
よ
っ

て
も
人
物
が
評
価
さ
れ
ま
す
。社
会
に
貢
献
し
た
い
、

認
め
ら
れ
た
い
と
い
う
気
持
ち
は
、
ど
の
生
徒
も
持

っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
実
現
の
た
め
に
は

社
会
人
と
し
て
認
め
ら
れ
る
こ
と
が
前
提
で
、
高
校

で
の
生
活
指
導
は
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
」

　

学
習
指
導
も
試
行
錯
誤
の
連
続
だ
っ
た
。
発
展
的
な

学
習
を
行
っ
て
い
た
土
曜
講
習
（
国
語
、
数
学
、
英
語

で
毎
週
実
施
）
は
、
５
期
生
の
頃
か
ら
授
業
の
復
習
と

宿
題
の
解
説
に
充
て
る
よ
う
に
し
た
。
例
年
、
１
年
生

１
学
期
に
は
１
０
０
人
を
超
え
る
参
加
者
が
、
１
年
生

秋
ま
で
に
20
〜
30
人
に
減
っ
て
い
た
た
め
、
生
徒
の
ニ

ー
ズ
に
合
わ
せ
た
の
だ
。
今
は
、
１
年
生
は
８
割
、
２
・

３
年
生
は
６
割
以
上
が
参
加
す
る
。
更
に
、授
業
進
度
、

定
期
考
査
、
週
末
課
題
（
国
語
、
数
学
、
英
語
）
の
内

容
を
、
教
科
内
で
統
一
し
た
の
も
５
期
生
の
頃
だ
。

　
「
本
校
は
単
位
制
な
の
で
、
各
教
科
の
評
価
が
そ

の
ま
ま
卒
業
認
定
に
つ
な
が
り
ま
す
。
公
平
感
・
公

正
感
が
大
切
で
、
教
師
に
よ
っ
て
評
価
の
仕
方
や
試

験
の
難
易
度
が
異
な
ら
な
い
よ
う
、
教
科
内
で
足
並

み
を
そ
ろ
え
る
こ
と
に
し
ま
し
た
」（
山
本
先
生
）

　

ベ
テ
ラ
ン
教
師
の
場
合
、
自
分
な
り
の
指
導
ス
タ
イ

ル
を
持
っ
て
い
る
も
の
だ
が
、
そ
う
し
た
個
性
は
あ
く

ま
で
授
業
に
反
映
さ
せ
る
。
学
習
指
導
室
長
で
国
語
科

の
片
岡
弘ひ

ろ

典ふ
み

先
生
は
次
の
よ
う
に
語
る
。

　
「
ど
の
先
生
も
指
導
に
は
こ
だ
わ
り
が
あ
る
と
思

い
ま
す
が
、
そ
れ
を
試
験
で
問
う
の
は
自
己
満
足
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
私
は
、
思
い
入
れ
の
あ
る
こ

と
は
、
授
業
で
説
明
し
た
り
、
物
事
を
考
え
る
時
の

観
点
と
し
て
示
し
た
り
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

生
徒
に
は
、
公
正
か
つ
客
観
的
な
力
を
問
う
試
験
を

課
す
こ
と
が
大
切
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
」

　

授
業
進
度
は
週
１
回
の
教
科
会
で
調
整
。
こ
れ
は
、

若
手
教
師
の
指
導
力
向
上
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。
英

語
科
の
吉
岡
隆
輔
先
生
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

　
「
私
は
簡
潔
に
教
え
た
方
が
よ
い
部
分
ま
で
丁
寧

に
教
え
す
ぎ
る
傾
向
が
あ
り
、
進
度
が
遅
れ
て
し
ま

う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。教
科
会
で
は
進
度
に
加
え
て
、

指
導
の
相
談
も
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
授
業
力
を
高
め

る
上
で
も
貴
重
な
時
間
に
な
っ
て
い
ま
す
」

　

週
末
課
題
は
家
庭
学
習
習
慣
定
着
が
主
目
的
だ
が
、

あ
え
て
内
容
を
統
一
し
、
使
用
ノ
ー
ト
は
学
校
名
と
校

章
を
入
れ
た
「
槻
の
木
ノ
ー
ト
」
と
し
た
。
ノ
ー
ト
点

検
で
は
、
若
手
教
師
を
中
心
に
コ
メ
ン
ト
も
添
え
る
。

　
「
皆
が
頑
張
っ
て
い
る
か
ら
自
分
も
頑
張
れ
る
と

い
う
生
徒
は
大
勢
い
ま
す
。
同
じ
内
容
な
の
だ
か
ら

頑
張
ろ
う
と
い
う
連
帯
意
識
を
持
っ
て
課
題
に
取
り

組
み
、
結
果
的
に
家
庭
学
習
習
慣
の
定
着
に
つ
な
が

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
」（
平
野
裕
一
校
長
）

　

模
試
の
活
用
に
も
力
を
入
れ
る
。
進
研
模
試
は
１
年

生
か
ら
全
員
受
験
。
意
識
の
高
ま
る
進
研
模
試
実
施
の

翌
日
曜
日
に
は
１
日
勉
強
会
を
実
施
し
、「
受
験
は
団

体
戦
」
と
い
う
意
識
を
低
学
年
か
ら
醸
成
す
る
。
生
徒

は
模
試
の
や
り
直
し
を
フ
ァ
イ
ル
し
、
教
師
も
模
試
結

果
分
析
会
を
実
施
し
て
、
日
常
の
指
導
に
還
元
す
る
。

３
年
生
で
は
、
管
理
職
や
３
学
年
団
を
中
心
に
20
人
ほ

ど
の
教
師
で
志
望
校
検
討
会
を
行
う
。
成
績
デ
ー
タ
と

共
に
生
徒
一
人
ひ
と
り
の
顔
写
真
を
投
影
し
、
第
１
志

望
と
実
現
の
た
め
の
手
立
て
を
検
討
共
有
し
て
い
る
。

　

生
活
指
導
や
学
習
指
導
な
ど
、
学
校
全
体
で
指
導
の

足
並
み
が
そ
ろ
う
背
景
に
は
、
教
師
の
意
識
の
高
さ
は

も
ち
ろ
ん
、
同
校
独
自
の
組
織
の
工
夫
に
も
あ
る
。
鍵

を
握
る
の
は
各
分
掌
と
学
年
を
つ
な
ぐ
「
学
年
室
」
だ
。

授
業
進
度
、
定
期
考
査
、
週
末
課
題
を

教
科
内
で
統
一
し
、
模
試
も
活
用

分
掌
と
学
年
を
つ
な
ぐ
「
学
年
室
」が

教
師
の
意
思
統
一
を
促
進

26December  2013



今回のテーマに関連する過去の記事はベネッセ教育総合研究所のウェブサイトでご覧いただけます。
２０１２年２月号指導変革の軌跡「大阪府立八尾翠翔（やおすいしょう）高校」など
　　http: //berd.benesse.jp 　→　HOME　＞　教育情報　＞　高校向け

　

同
校
の
分
掌
は
、「
学
習
指
導
室
」（
教
務
、
進
路
指

導
）、「
生
活
指
導
室
」（
生
活
指
導
・
保
健
指
導
）、「
学

校
運
営
室
」（
総
務
、地
域
連
携
、Ｐ
Ｔ
Ａ
）、「
学
年
室
」

（
生
徒
窓
口
、学
級
経
営
）の
４
室
体
制
と
な
っ
て
い
る
。

学
習
指
導
室
、
生
活
指
導
室
、
学
校
運
営
室
が
立
案
し

た
企
画
を
、
各
学
年
・
担
任
団
へ
申
し
送
る
の
が
、
学

年
室
の
役
割
だ
。
浅
田
教
頭
、
学
年
室
長
の
若
林
伸
治

先
生
、
１
〜
３
学
年
主
任
の
５
人
で
運
営
す
る
「
学
年

室
会
議
」
で
、
分
掌
の
決
定
を
各
学
年
の
実
態
に
応
じ

た
内
容
に
し
て
、
学
年
主
任
か
ら
担
任
へ
と
伝
え
る
。

　
「
各
分
掌
と
学
年
を
つ
な
ぎ
、
あ
る
学
年
だ
け
が

違
う
方
向
に
行
く
の
を
防
い
で
い
ま
す
。
実
現
可
能

性
も
精
査
し
、担
任
団
の
『
ス
リ
ム
化
し
た
い
』『
内

容
を
変
え
た
い
』
と
い
っ
た
意
見
を
吸
い
上
げ
、
各

分
掌
と
調
整
す
る
の
も
役
割
で
す
」（
若
林
先
生
）

　

学
年
室
に
は
、
異
動
し
て
き
た
教
師
に
学
校
方
針
や

指
導
方
法
を
伝
え
る
役
割
も
あ
る
。
学
年
室
会
議
で
定

期
的
に
学
年
間
の
意
思
疎
通
を
行
う
た
め
、
成
功
事
例

を
他
学
年
に
伝
承
し
て
い
く
こ
と
も
容
易
に
な
っ
た
。

　

開
校
か
ら
10
年
を
迎
え
、
同
校
は
生
活
指
導
で
は
地

域
か
ら
高
い
評
価
を
受
け
、
入
試
倍
率
は
こ
こ
数
年
、

２
倍
前
後
で
推
移
し
て
い
る
。
大
学
進
学
実
績
で
は
、

関
関
同
立
の
合
格
者
数
が
１
０
０
人
を
超
え
、
国
公
立

大
合
格
者
も
２
桁
を
確
保
し
て
い
る
。
そ
う
し
た
同
校

に
、
13
年
度
に
赴
任
し
た
平
野
校
長
は
「
安
定
は
衰
退

へ
の
入
口
」
と
警
鐘
を
鳴
ら
す
。

　
「
10
年
の
節
目
は
、
学
校
に
と
っ
て
危
険
な
年
と

い
わ
れ
ま
す
。
今
後
は
、
現
状
に
安
住
す
る
の
で
は

な
く
、
開
校
当
初
の
精
神
に
戻
り
、
次
の
10
年
、
20

年
先
に
向
け
た
新
た
な
取
り
組
み
を
充
実
さ
せ
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
特
に
、
学
習
面
の
質
の

向
上
は
重
要
だ
と
捉
え
て
い
ま
す
」（
平
野
校
長
）

　

現
在
、
平
野
校
長
が
考
え
て
い
る
の
は
、
教
科
ご
と

に
生
徒
が
身
に
付
け
る
べ
き
学
力
と
、
そ
の
た
め
に
必

要
な
指
導
内
容
を
明
確
に
し
た「
槻
の
木
学
習
ｃ
ａ
ｎ
｜

ｄ
ｏ
リ
ス
ト
」
の
作
成
だ
。
各
学
期
、
各
学
年
、
あ
る

い
は
卒
業
ま
で
に
、
学
習
指
導
を
通
し
て
生
徒
が
出
来

る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
明
確
に
す
る
。
そ
れ
に
よ
り
、

学
校
全
体
で
指
導
力
を
底
上
げ
し
、
教
師
の
異
動
が
あ

っ
て
も
一
定
の
教
育
水
準
を
確
保
す
る
の
が
狙
い
だ
。

13
年
度
中
に
２
回
、
学
校
全
体
で
教
科
会
を
開
き
、
こ

れ
ま
で
の
学
習
を
振
り
返
る
と
こ
ろ
か
ら
作
成
に
着
手

す
る
。
平
野
校
長
は
次
の
よ
う
に
決
意
を
語
っ
た
。

　
「
こ
れ
か
ら
の
学
習
指
導
は
、
暗
記
中
心
の
学
習

か
ら
生
徒
が
自
ら
学
ぶ
学
習
へ
と
転
換
し
て
い
く
べ

き
で
し
ょ
う
。
そ
の
た
め
に
も
、
先
生
方
一
人
ひ
と

り
が
指
導
力
を
高
め
、『
個
人
商
店
』
で
は
な
く
『
ブ

ラ
ン
ド
シ
ョ
ッ
プ
街
』
に
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。
本
校
に
は
、
他
校
の
視
察
も
積
極
的
に
行
い
、

既
存
の
取
り
組
み
を
よ
り
良
く
し
て
い
こ
う
と
す
る

土
壌
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
理
想
を
求
め
て
、

青
臭
く
、
愚
直
に
進
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

「
槻
の
木
学
習
ｃ
ａ
ｎ
｜

ｄ
ｏ
リ
ス
ト
」

に
よ
る
指
導
力
の
向
上
を
構
想

若手教師が語る、指導変革への　　　　

一歩、前に踏み出す力を
身に付けさせたい
学校運営室　吉岡隆輔

　本校に赴任して驚いたのは、先生方のフットワーク
の軽さです。新しい取り組みを始める時、不安や不満
の声が先に出てしまう場合がありますが、本校では「ど
うすればより良いものになるか」という前向きな話か
ら始まるのです。
　ベテランや中堅の先生方が率先して動かれるので、
生徒手帳の提案など（P．2５写真２）、若手教師も新
しいことを提案しやすいのだと思います。今後は、私
自身も積極的に周囲に働き掛けて、学校全体を活性化
させる役割を果たしていきたいと思っています。
　本校の生徒の一番の良さは、「頑張っている生徒が
格好いい」「努力をしている生徒はすごい」と思う雰
囲気があるところです。教師の指導を素直に受け入れ
る純朴さもありますが、その半面、少し難しい課題に
直面すると尻込みしてしまうところがあります。「難
しそうだけど、頑張ってやってみよう」というように、
自ら一歩踏み出す力を付けさせることがこれからの課
題です。
　そのためにも、生徒の知的好奇心を刺激する授業を
実践し、彼らが自分の殻を破れるように後押ししてい
きたいと思っています。最初から私が答えを教えるの
ではなく、ヒントを出して生徒の中から出てくるもの
を待つ姿勢も必要になるでしょう。生徒の潜在的な力
を引き出せるよう、私自身も勉強を重ねて指導力を高
めていきたいと思います。

の情熱
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